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編
集
後
記

３
月
定
例
会
に

提
出
し
た

⑴
～
⑶
は
全
員
賛
成
で
、
⑷
～
⑽
は
賛
成

多
数
で
可
決
し
、
国
等
関
係
機
関
へ
提
出

し
ま
し
た
。
⑾
～
⒇
は
否
決
し
ま
し
た
。

（要旨）

⑴
災
害
時
多
目
的
船
の
導
入
を

求
め
る
意
見
書

　

大
規
模
災
害
時
に
は
医
療
、
介
護

を
必
要
と
す
る
者
が
大
量
に
発
生
す

る
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
、
洋
上
か

ら
の
医
療
支
援
を
可
能
に
し
て
お
く

こ
と
は
、
国
民
の
生
命
を
守
る
と
い

う
国
の
責
務
を
果
た
す
上
で
重
要
な

施
策
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
災
害
時
多
目
的
船
の
早

期
導
入
に
向
け
た
具
体
的
な
工
程
表

を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
３
項
目
を
政

府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑵
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
拡
充
等
を

求
め
る
意
見
書

　

国
は
、
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
を
含
む
生
活
支

援
に
つ
い
て
、
新
た
な
具
体
的
措
置

を
講
じ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
実
現

は
、
一
刻
の
猶
予
も
な
い
課
題
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・

肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
な
ど
２
項
目
の
実
現
を
政
府
に

強
く
要
望
す
る
。

⑶
食
の
安
全
・
安
心
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
25
年
末
に
発
生
し
た
冷
凍
食

品
へ
の
農
薬
混
入
事
件
や
毎
年
発
生

す
る
集
団
食
中
毒
事
件
を
受
け
、
食

品
製
造
等
に
係
る
安
全
、
衛
生
管
理

体
制
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

よ
っ
て
、
食
品
表
示
等
の
適
正
化

を
図
る
景
品
表
示
法
等
改
正
案
の
早

期
成
立
な
ど
３
項
目
を
政
府
に
強
く

要
望
す
る
。

⑷
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を

求
め
る
意
見
書

　

日
本
経
済
・
社
会
の
持
続
的
な
成

長
の
た
め
に
は
、
雇
用
労
働
者
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
政
府
の
一
部
の
会
議
体
で
は
、

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
後
退
が
懸
念

さ
れ
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
派
遣
労
働
者
の
直
接
雇

用
へ
の
誘
導
と
処
遇
改
善
に
向
け
た

法
改
正
な
ど
３
項
目
を
国
に
強
く
要

望
す
る
。

⑸
最
低
賃
金
の
改
善
を求

め
る
意
見
書

　

今
や
雇
用
労
働
者
の
３
人
に
１
人

は
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、
最
低
賃
金

の
地
域
間
格
差
も
大
き
く
青
年
の
県

外
流
出
を
促
し
て
い
る
。
県
下
で
も
、

低
賃
金
が
青
年
の
経
済
的
自
立
を
阻

ん
で
お
り
、
低
賃
金
の
是
正
は
、
本

県
の
将
来
を
考
え
る
上
で
避
け
ら
れ

な
い
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
お
よ
び
地
域
間
格
差
を
縮
小
さ

せ
る
施
策
の
推
進
を
政
府
に
強
く
求

め
る
。

⑹
高
齢
者
医
療
制
度
の
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、
さ
ら

な
る
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

国
民
健
康
保
険
で
は
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
現

役
世
代
が
加
入
す
る
被
用
者
保
険
に

お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
負

担
分
が
増
す
な
ど
安
定
的
な
財
源
確

保
と
保
険
者
機
能
の
発
揮
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
高
齢
者
医
療
制
度
を
抜

本
的
に
見
直
す
こ
と
な
ど
２
項
目
に

つ
い
て
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑺
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
た
環
境
整
備
及
び
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

求
め
る
意
見
書

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
は
、
地
域
経
済
や
地
域
社
会
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
好
機
で
あ
り
、
環

境
整
備
を
進
め
、
地
域
の
取
り
組
み

に
対
し
て
支
援
の
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
各
国
代
表
選
手
の
事
前

合
宿
の
誘
致
な
ど
を
通
じ
て
、
全
国

に
開
催
の
効
果
が
波
及
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
な
ど
４
項
目
に
つ
い
て
政

府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑻
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
た
め

国
民
健
康
保
険
制
度
の
新
た
な

財
政
基
盤
強
化
策
を

求
め
る
意
見
書

　

市
町
村
国
保
の
運
営
は
、
近
年
構

造
上
の
問
題
を
多
く
抱
え
て
お
り
、

被
保
険
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

財
政
基
盤
が
極
め
て
脆
弱
な
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
平
成
29
年
度
の
都
道
府

県
単
位
化
に
合
わ
せ
て
、
全
国
保
険

者
の
赤
字
解
消
に
向
け
た
財
政
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
３
項
目
を
政

府
に
強
く
求
め
る
。

⑼
国
民
健
康
保
険
へ
の

公
費
投
入
の
早
期
実
現
を

求
め
る
意
見
書

　

公
的
医
療
保
険
制
度
は
、
増
加
す

る
医
療
費
を
ど
の
よ
う
に
負
担
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
し

か
し
、
平
成
26
年
度
予
算
案
に
は
、

閣
議
決
定
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

へ
の
２
２
０
０
億
円
の
公
費
投
入
の

う
ち
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
に

充
て
る
５
０
０
億
円
分
し
か
計
上
さ

れ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
市
町
村
国
保
の
保
険
者

支
援
に
充
て
る
１
７
０
０
億
円
分
の

実
施
時
期
を
速
や
か
に
明
示
す
る
こ

と
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑽
高
知
南
中
学
校
・
高
等
学
校
の

閉
校
案
に
反
対
す
る
意
見
書

　

県
教
育
委
員
会
事
務
局
は
、
今
年

１
月
に
、
高
知
南
中
・
高
校
を
閉
校

し
、
高
知
西
高
校
に
中
学
校
併
設
の

一
貫
校
を
設
け
る
県
立
高
校
の
再
編

振
興
計
画
案
を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
計
画
案
は
、
事

前
の
説
明
や
今
日
ま
で
培
っ
て
き
た

教
育
内
容
の
評
価
や
検
証
も
な
い
た

め
、
関
係
者
の
当
惑
ぶ
り
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
同
校
の
閉
校
案
撤
廃
を

県
に
強
く
求
め
る
。

⑾
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の

整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

慎
重
審
議
、
廃
案
を

求
め
る
意
見
書

⑿
消
費
税
の
軽
減
税
率
の

制
度
設
計
と
導
入
時
期
の　

明
確
化
を
求
め
る
意
見
書

⒀
地
方
教
育
行
政
へ
の

国
や
首
長
の
関
与
の
強
化
に

反
対
す
る
意
見
書

⒁
地
方
教
育
行
政
制
度
改
正
に

慎
重
な
取
り
組
み
を

求
め
る
意
見
書

⒂
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
廃
止
法
案
に
対
し　

賛
同
を
求
め
る
意
見
書

⒃
解
釈
改
憲
に
よ
る

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に

反
対
す
る
意
見
書

⒄
放
送
法
の
精
神
に
反
す
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
の
罷
免
と
経
営
委
員

の
辞
職
を
求
め
る
意
見
書

⒅
四
国
の
県
民
の
声
に
応
え
、

伊
方
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

⒆
共
謀
罪
の
創
設
は

必
要
な
い
と
の
意
見
書

⒇
光
の
固
定
通
信
網
と

携
帯
通
信
網
と
の
一
体
改
革
を

求
め
る
意
見
書

　

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
が
主

催
す
る
議
会
広
報
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
「
読
ま
れ
る
議
会
広
報
誌
を

作
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
各
自
治

体
か
ら
集
ま
っ
た
議
員
、
職
員
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
師

か
ら
い
た
だ
い
た
本
市
の
議
会
広
報

の
評
価
も
今
後
の
紙
面
作
り
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）

※意見書とは、地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめ、国等へ提出する文書のことです。
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書


